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水道事業・下水道事業 中期財政計画（令和２～５年度）案に対する意

見提出手続（パブリックコメント）を次のとおり実施しますので，広く市

民の皆さまにお知らせいただきますよう，よろしくお願いします。

１ 意見募集期間

令和元年１１月２５日（月）～１２月２５日（水）

２ 意見募集のテーマ

「水道事業・下水道事業 中期財政計画（令和２～５年度）案」に対

する意見，提言など

３ 意見の提出先及び問合わせ先

〒070-8541

旭川市上常盤町１丁目 水道局庁舎３階

旭川市水道局上下水道部総務課

電話 ２４－３１６０ ＦＡＸ ２５－９５００

電子メール suido_somu@city.asahikawa.lg.jp
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水道局総務課，市政情報コーナー(総合庁舎１階)，各支所，各公民

館，石狩川浄水場，忠別川浄水場，下水処理センター

※このほか旭川市のホームページにも掲載します。

https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/
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水道事業・下水道事業 中期財政計画（令和２～５年度）案（概要版）

Ⅰ 旭川市水道・下水道ビジョン

１ 策定の趣旨

今後の水道・下水道事業を総合的かつ計画的に推進するための指針として，平成 28 年２月に平成 28

年度から令和９年度までの 12 年間を期間とする「旭川市水道・下水道ビジョン」（以下，「ビジョン」と

いいます。）を策定しました。

２ 位置付け

ビジョンは，本市の水道・下水道事業の将来の方向性を示す基本的な指針であり，国及び北海道の水道

ビジョン，下水道ビジョン，本市の最上位計画である「第８次旭川市総合計画」と整合を図っています。

また，第８次旭川市総合計画の分野別計画という位置付けです。

Ⅱ 財政計画の策定

ビジョンの計画期間は，平成 28 年度から令和９年度までの 12 年間で，ビジョンの実現に向けて，この

12 年間の期間を前期・中期・後期に分け，それぞれ４年間を計画期間とする財政計画を策定することとし

ています。今年度は，前期財政計画の期間が終了することから，新たに中期財政計画を策定します。

策定に当たっては，長期的な財政と設備投資の状況を踏まえたアセットマネジメントによる，向こう 12

年間の財政収支を推計します（長期財政推計）。

【ビジョン，財政計画の関係】

【ビジョン，財政計画，長期財政推計の関係】

【ビジョンの位置付け】

平成28 令和２ 令和６ 令和10 令和14

長期財政推計 H28～R９（12年間）

旭川市水道・下水道ビジョン H28～R9（12年間）

前期財政計画

H28～R1

長期財政推計 R2～R13（12年間）
中期財政計画

R2～R5

長期財政推計 R6～R17（12年間）
後期財政計画

R6～R9

水道事業の方向性
（国・北海道）

旭川市のまちづくりの
方向性

下水道事業の方向性
（国・北海道）

旭 川 市 水 道 ・ 下 水 道 ビ ジ ョ ン
（平成２８年度～令和９年度）

新水道ビジョン

北海道水道ビジョン
第８次旭川市総合計画

新下水道ビジョン

北海道地方下水道ビジョン

旭 川 市 水 道 ・ 下 水 道 ビ ジ ョ ン
（平成２８年度 ～ 令和９年度）

前期財政計画
（平成28～令和元年度）

後期財政計画
（令和６～９年度）

中期財政計画
（令和２～５年度）
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Ⅲ 水道事業（建設改良）の事業計画

(1) 水道管

ア 更新の考え方

(ｱ) 質の向上

現在の配水管の更新では，ダクタイル鋳鉄管（GX 形）

とポリエチレン管（HPP）を使用しています。

配水管の耐用年数は 40 年と定められていますが，現

在使用している管はともに地震に強く，耐用年数の 40

年を大幅に超える 100 年の使用が期待できるため，現

時点では最も信頼できる配水管です。

今後もこの二種類の管を使用しますが，埋設する場所

や口径に応じて，最も経済的な手法で更新を進めていき

ます。

(ｲ) 量の確保

毎年，管の延長を１パーセントずつ更新することで

100 年サイクルの更新計画が見込めます。

今後，延長 2,226 キロメートルの１パーセントに当

たる 22 キロメートルを毎年の更新目標とします。

中期財政計画では，経営の状況を考慮し，段階的に更

新延長を増やしていき，令和５年度以降は毎年 22 キロ

メートルを更新します。

(ｳ) 選択と集中

過去の漏水や管路の老朽度調査の結果により，優先し

て更新する管を選択し，効果的に更新していきます。ま

た，老朽化が進んでいる口径が大きい管路を優先して更

新することで，漏水の被害を最小限に抑制しながら事業

を進めていきます。

(2) 水道施設

ア 基本方針

(ｱ) 将来の水需要に合わせて，更新時にはダウンサイジン

グを図ります。

(ｲ) 老朽化・機能低下・耐震性能がない施設を優先的に更

新します。

(ｳ) 大雨や地震などの自然災害に強い施設を整備します。

(ｴ) 現在の，２水源・２浄水場の体制を維持します。

(ｵ) 石狩川浄水場を更新する際に，忠別川浄水場をバック

アップとして活用します。

イ 設備の更新方法

機械などの設備は，使用年数と，故障した場合に施設に

及ぼす影響や点検結果をもとに，劣化状況を診断します。

診断の結果，劣化が進んでいるものから計画的に更新し

ます。

【本市で発生した漏水】

【さびて穴が開いた配水管】

【石狩川浄水場のろ過池洗浄設備】

口径 30 センチメートルの配水管に，約 30 センチメート

ルの穴が空き，漏水しました。１分間に 16 トンの水が噴

き出し，道路が冠水しました。

昭和の時代に整備した配水管には耐用年数を超えている

ものが多くあり，漏水が起きやすい状態になっています。
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Ⅳ 下水道事業（建設改良）の事業計画

(1) 下水管

ア 更新の考え方

(ｱ) 下水管の使用年数

下水管の耐用年数は 50 年と定められています。

汚水管の内部では，汚水中の細菌が硫酸を発生させる

ためコンクリート製の管は腐食します。

汚水管のうち，塩化ビニル管と更生管は硫酸による影

響がなく，また，雨水管は雨水が流れるため腐食しない

ことから，100 年の使用を見込んでいます。

今後も，使用実績を踏まえながら，最も経済的な手法

で更新していきます。

(ｲ) 下水管の更新延長

毎年，管の延長を１パーセントずつ更新することで

100 年サイクルでの下水管の更新が見込めます。

今後，延長 1,914 キロメートルの１パーセントに当

たる 19 キロメートルを毎年の更新目標とします。

国の補助制度を活用した上で，経営状況を考慮して段

階的に更新延長を増やしていき，将来的には年間 19 キ

ロメートルの更新を目指します。

(ｳ) 管路の老朽度調査

下水管を更新する際は，事前にカメラを使って下水管

の内部を調査しています。調査の結果，劣化状況に応じ

て４段階に評価し，優先して更新すべき状態の管から更

新していきます。

下水管を布設して約 50 年を経過した地区を順番に調

査しており，今後も調査を継続していきます。

(2) 下水道施設

ア 更新の考え方

設備には耐用年数が定められていますが，本市ではより長く使用することを目指した目標耐用年数を設定

しています。

これを目安として，設備を点検や修繕しながら使い続けることにより，更新費用を軽減し平準化すること

ができますが，具体的には，次の方法で管理を行います。

(ｱ) 設備の管理方法

下水処理への影響などに応じて設備の管理方法を分

け，各設備の特性に応じて更新や修繕を行います。

(ｲ) 設備の更新手順

設備の使用年数と，故障したときに下水処理に与える影

響に応じてリスク評価を行います。

リスクが高い設備は，点検・調査によって劣化状況を診

断し，劣化が進んでいるものから更新するほか，劣化状況

の確認が困難な設備は，目標耐用年数を過ぎた場合に更新

します。

【腐食したコンクリート管】

【下水管が原因で起きた道路陥没（他都市）】

（国土交通省ホームページの画像を加工して作成）

【下水処理センターの汚泥焼却炉（内部）】

腐食が進み，コンクリートに覆われていた鉄筋が露出し

ています。
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Ⅴ 水道・下水道事業共通の事業計画

(1) お客様ニーズの把握と広報活動の充実

幅広くお客様のニーズの把握し，水道・下水道事業の取組内容・経営状況を積極的に発信することで，

皆様の理解を得ながら事業を運営していきます。

ア 広聴活動の充実

(ｱ) 上下水道事業審議会の実施

(ｲ) アンケート調査の実施

イ 広報活動，情報提供の充実

(ｱ) 広報誌「あさひばし」の特集記事による情報発信

(ｲ) 出前授業の実施

(ｳ) SNS の活用

(ｴ) PR 動画の活用（新規）

(2) 危機管理体制の強化

ア 関係機関との連携

災害協定の締結や災害訓練を通して，近隣自治体など，

関係機関との連携を推進していきます。

イ 各種対応マニュアルの充実

断水や大雨などの災害・事故の際に，速やかに応急対策

を取れるよう，災害訓練や研修を実施するとともに，各種マ

ニュアルを充実させていきます。

(3) 人材の育成と技術の継承

ア 研修の実施

業務の中心となる職員が，職場での仕事を通して技術や

知識を習得することはもとより，内部・外部研修を計画的

に受講し，習得したことを職場で共有することで，職場全

体の知識，技術の習得やレベルアップを図ります。

イ 事故・災害への備え

様々な事故や災害を想定した研修や訓練を実施すること

で，職員それぞれに与えられた役割に対する意識を高め，

対応力の向上につなげます。

(4) 経営の効率化

中期財政計画期間も業務の見直しを行い経費節減に取り組むとともに，民間企業などが効率的に行うこと

ができる業務は委託を進め，組織を見直していきます。

(5) 料金納付の利便性の向上

ア 新たな納付方法の導入

スマートフォンによるモバイル決済など，納付方法を増やしてお客様サービスを向上させていきます。

イ 口座振替の加入促進事業の実施

口座振替の新規加入を促すための取組を実施し，普及促進を図ります。

【出前授業の様子】

【研修の様子】

【災害訓練の様子】
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Ⅵ 水道・下水道事業の経営

１ 収支計画

(１) 水道事業（現時点の概算）

水道料金収入は減少していきます。また事業計画に基づいて，管や施設の老朽化を解決するための建設

改良を進めていきます。その結果，年度末資金残高は減少し，令和４年度から資金が不足する見込みです。

（百万円）

(2) 下水道事業（現時点の概算）

下水道使用料収入は減少する一方，管や施設の老朽化を解決するために建設改良を増やす必要があります。

その結果，年度末資金残高は減少し，令和４年度から資金が不足する見込みです。

（百万円）

R2 R3 R4 R5 合　計

事業収益（税抜） 5,718 5,785 5,651 5,633 22,787

事業費用（税抜） 5,665 5,578 5,487 5,453 22,183

53 207 164 180 604

資本的収入 2,716 2,792 2,433 3,252 11,193

資本的支出 6,293 6,422 6,149 7,070 25,934

▲ 3,577 ▲ 3,630 ▲ 3,716 ▲ 3,818 ▲ 14,741

補填財源（C） 2,923 2,847 2,878 2,873

▲ 601 ▲ 576 ▲ 674 ▲ 765

年度末資金残高 634 58 ▲ 616 ▲ 1,381

当年度資金収支 (A)＋(B)＋(C)

資本的
収支

差引(B)

項　目
中期 財政計画

収益的
収支

損益(A)

R2 R3 R4 R5 合　計

事業収益（税抜）　 8,841 8,804 8,768 8,748 35,161

事業費用（税抜） 8,664 8,424 8,369 8,197 33,654

177 380 399 551 1,507

資本的収入 4,149 4,379 4,565 2,680 15,773

資本的支出 7,361 7,812 7,881 6,112 29,166

▲ 3,212 ▲ 3,433 ▲ 3,316 ▲ 3,432 ▲ 13,393

2,638 2,579 2,590 2,576

▲ 397 ▲ 474 ▲ 327 ▲ 305

577 103 ▲ 224 ▲ 529

差引(B)

補填財源（C）

当年度資金収支(A)＋(B)＋(C)

年度末資金残高

損益(A)

資本的
収支

項　目
中期 財政計画

収益的
収支

表の用語の説明

事業収益 水道料金や下水道使用料などの収入

事業費用 修繕や点検などの維持管理，企業債の利息などの費用

資本的収入 企業債や国庫補助金などの収入

資本的支出 管や施設の建設改良，企業債の返済などの費用

補填財源 現金支出を伴わない減価償却費などの内部に留保している資金
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２ 長期財政推計

(1) 水道事業

ウ 年度末資金残高

現行の料金収入で推計すると，令和４

年度に資金不足になり，年々経営が悪化

していく見込みであることから，経費節

減などに取り組むとともに，料金収入を

増やして事業資金を確保する必要があり

ます。

(2) 下水道事業

ウ 年度末資金残高

現行の使用料収入で推計すると，令和

４年度に資金不足になりますが，令和

10 年度には解消すると見込んでいるこ

とから，経費節減に取り組む必要があり

ます。

また，経費節減に努めてもなお資金が

不足する場合は，地方公営企業法で認め

られている一時的な借入れなどにより，

事業を運営するための資金を確保して

いきます。

３ 料金の考え方

(1) 水道事業

水道事業は，長期財政推計の結果，事業運営に必要な年度末資金が令和４年度に不足し，それ以降，不足

額が年々増加していく見込みです。

安全な水質を維持し，漏水や断水，さらに災害によって市民生活に影響が生じないように安定して供給

していくためには，日常的にメンテナンスを行った上で，管や施設を将来にわたって計画的に更新していか

なければなりません。

これまで，経費節減に努めて事業を運営してきましたが，必要な資金を確保するために，より一層の企業

努力に取り組んだ上で，水道料金の見直しを進めます。

また，現在の社会情勢や利用実態を踏まえて，基本料金や水量単価などの料金体系についても見直しを

行う予定です。

(2) 下水道事業

下水道事業は，長期財政推計の結果，事業運営に必要な年度末資金が令和４年度に不足しますが，企業債

の返済額が減少するために，令和 10 年度には資金不足が解消すると見込んでいます。

なお，基本料金や水量単価などの料金体系については，現在の社会情勢や利用実態を踏まえて，見直しを

行う予定です。

577

103

▲ 224

▲ 529

▲ 833
▲ 752

▲ 546

▲ 119

48 58 64 52

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

（百万円）

令和４年度から令和９年度まで

資金が不足します

634

58

▲616

▲1,381

▲2,059

▲2,813

▲3,517

▲4,128
▲4,590

▲5,058
▲5,273

▲5,452

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

（百万円）

令和５年度以降は，経営健全化団体

になる見込みです。


